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無原罪の聖マリアへ
の9日間の祈り―2日
目

黙想のテーマ：「ベトレヘム
の清貧」「聖母の豊かさ」
「一人ひとりの価値」

1日目の黙想はこちら

ベトレヘムの清貧

聖母の豊かさ

一人ひとりの価値
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9日間の祈りの間の真福八端の道
で、今日は、貧しさの中で、聖母が
幸せだったことのわけを考えること
ができます。「心の貧しい人は、幸
いである、天の国はその人たちのも
のである」（マタイ5･3）。イエス
は、ご誕生の時から貧しかったので
す。神ですから、重要な町で、快適
さに包まれた家族の一員として誕生
されることも可能でした。しかし、
純朴な女性・無原罪のおとめマリア
を通して、イスラエルの一寒村で誕
生され、人間的に輝かしいものでは
なかったのです。聖ルカが記してい
ます。婦人は「初めての子を産み、
布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。
宿屋には彼らの泊まる場所がなかっ
たからである」（ルカ2･6-7）。こ
の起こったばかりの前代未聞の出来
事の証人となったのは、ただ疲れた
羊飼いたちだけでした。キリストは
「名誉に満ちた特別な何事もお望み



ではなかったのです。受胎から誕生
に至るまで全く普通の人と同じでし
た。(…) 主は、ご自分の務めが過酷
なものであることをご存知でした。
しかし、人々の救いのために地上で
の生活を渇望されたのです」[1]。

馬小屋の情景の貧しさとは裏腹に、
主人公たちは喜びに満ちていまし
た。同じような状況を考えると、幸
せになるのは難しいと思えます。し
かし、マリアとヨセフの幸せは、外
的なものとか、所有している物とか
から、もたらされるものではありま
せん。お二人は、一時的なものにで
はなく、神の現存を自覚して生きる
ことに、深い喜びを見出していたの
です。そして、突然のベトレヘムへ
の旅、宿が無く、不自由な馬小屋の
宿泊など、遭遇する出来事の全てに
神の愛を見てとることができまし
た。要するにマリアとヨセフは、後
ほど聖パウロがフィリピの信徒にし
たためたような過ごし方をされたの



です。「わたしは自分の置かれた境
遇に満足することを習い覚えたので
す。貧しく暮らすすべも、豊かに暮
らすすべも知っています。満腹して
いても、空腹であっても、ものが有
り余っていても、いついかなる場合
にも対処する秘訣を授かっていま
す。わたしを強めてくださる方のお
陰で、わたしには全てが可能です」
（フィリピ4･11-13）。

マリアは、ベトレヘムでの生活が、
もっとも日常的な事からより深い喜
びに至るまで、ヨセフとイエスに依
ることを知っています。世々の人々
が彼女を幸せな方と呼ぶのは、彼女
が成したことによるのではなく、何
よりも神がその心で働かれたことに
よります。救い主の母となったの
は、マリア自身の功績に依ることで
はなく、主がお選びになったことを



受け入れたからです。そして今、ヨ
セフの見守りのもと、馬小屋でイエ
スをお生みになることができまし
た。その世話のお陰で力を取り戻
し、頼る人がいることに安心してい
ました。これこそが、あの時のマリ
アの豊かさでした。他者を必要とす
る識別です。

神は、弱さを感じる私たちを支える
のに、周りの人々を頼りにされま
す。ある折、オプス・デイの属人区
長がこう励ましました。「人生は、
お互いに協力し合い、支え合う歩み
であると考えることです。災難は、
内的に成長し、個人的・社会的に良
くなる機会です。それは、自分自身
のことだけではなく、他者に向かう
ように仕向けます」[2]。マリアは、
いつもイエスとヨセフに支えられて
いると感じていました。同時に彼ら
も、マリアに支えられていると感じ
ていたのです。これは、あらゆる人
の生活に起こることです。人間的な



不確実さが大きくても、常に私たち
は愛情と落ち着きを他者にもたらす
ことができます。また逆に、私たち
もまた、私たちを愛している人々か
ら慰めを受けることができます。

この関わりのあるつながりは、制限
ではなく、まったく逆です。そこに
は、この世における幸せの泉があり
ます。「喜びは、一時的な衝動では
ありません。それとは別なことで
す。真の喜びは、決して所有するも
のから生まれるのではありません。
それは、他者との出会いや関わりか
ら、生まれ、受け入れられ、理解さ
れ、愛されていることから、また受
け入れ、理解し、愛することから出
て来るものです。これは瞬時の事で
はありません。他の男性女性は、人
格を持つ存在だからです」[3]。私た
ちはいつも、イエスと無原罪の御母
のうちに、受け入れ理解してくれる
愛を見出すことができます。



ベトレヘムでは、幸せになろうと多
くの事をする必要はありません。イ
エスとマリアとヨセフはお互いに支
え合っておられました。環境として
は、好ましくないような所です。し
かし、聖家族は手にした現実を愛深
く受け入れます。神は、一人ひとり
の生活においても、起きることを落
ち着いて喜んで受け入れるようお望
みです。主がいつも私たちに同伴し
ておられるからです。まず、主が私
たちの傍らに置かれた人たちを受け
入れるようにと勧めます。

心の貧しさは、たとえ、私たちと性
格や生き方に異なる面が数多くて
も、各人の素晴らしさを見つけ出さ
せてくれます。一人ひとりの尊厳
は、各人の素質によるのでも、私た
ちが持ち得る親近感によるのでもな
く、その人が神に愛されている存在
であり、ある方法で私たちの仲間に



なったことによるのです。「命の神
秘は神の御子が、人間となり、十字
架において、拒絶や弱さ、貧しさと
苦痛を受け入れられたことによって
明らかにされました。病気の子ど
も、虚弱な老齢者、希望なき移民、
弱く強迫されている各人の生活の中
において、キリストは私たちを探
し、愛の喜びを教えるために私たち
の心を求めておられるのです」[4]。

私たちが、ある人を、その諸徳や欠
点込みで受け入れるとき、キリスト
を受け入れるのです。これは、無原
罪のマリアが私たち一人ひとりに対
してなさることです。私たちをご覧
になるとき、その死を通して私たち
を罪から贖ってくださった、イエス
の御顔を認められるのです。マリア
は神のよき母として、先ず私たちを
受け入れます。「一人ひとりの霊魂
は、かけがえのない宝、一人ひとり
の人間は唯一の存在です。キリスト
は一人ひとりのために御血を流して



くださった」[5] ことを認識しておら
れるのです。
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pdf | から自動的に生成されるドキュメン
ト https://opusdei.org/ja-jp/meditation/

https://opusdei.org/ja-jp/meditation/mokusou-mugenzai-kokonoka2/


mokusou-mugenzai-kokonoka2/
(2026/03/31)

https://opusdei.org/ja-jp/meditation/mokusou-mugenzai-kokonoka2/

	無原罪の聖マリアへの9日間の祈り―2日目

